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法

然

の
人

間

観

―「三
心
料
簡

お
よ
び
御
法
語
」

の
記
述

を

め
ぐ

っ
て
―

大
正
六
年
に
発
見
さ
れ
た
醍
醐
本

『法
然
上
人
伝
記
』

(以
下

『醍
醐

本
』)
に
収
録
さ
れ
る

「三
心
料
簡
事
」
以
下
二
十
七
法
語
は

『昭
和
新

修

法
然
上
人
全
集
』
に

「三
心
料
簡
お
よ
び
御
法
語
」
と
し
て
収
録

さ
れ
て

い
る
。

こ
の
法
語
は
多
く
の
問
題
を
孕
ん
で
お
り
、
様
々
な
議

論
が
な

さ
れ
て
い
る
。
今
回
は
、
『選
択
集
』
等
に
見
ら
れ
る
法
然
の

人
間
観

と
い
う
観
点
か
ら
の
問
題
点
、
お
よ
び

こ
の
法
語
自
体
が
孕
ん

で
い
る
問
題
に
つ
い
て
指
摘
し
、
新
た
な
立
場
を
提
示
し
た
い
。

『選

択
集

』
に
見
ら
れ

る
人
間
観

の

一
側
面

『選
択

集
』
第
十
六
章
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る

「略
選
択

(三
重
選
択
)」

の
文
言

に
は
、
法
然
浄
土
教
に
お
け
る
人
間
観

の

一
側
面
を
見
る
こ
と

が
出
来

る
。
そ
こ
で
は

夫

速

欲

離

生
死

種

勝
法

中

旦

閣

聖
道
門

選

入

浄
土
門

欲

入

浄
土
門

正
雜
二
行

中

且
抛

諸
雜

行

選

鷹
歸

正
行

欲

修

於
正
行

正
助
二
業

中

猶

傍

於
助
業

選

鷹

專

正
定

正
定

之
業

者
即
是
稱

佛
名
稱

市

川

定

敬

名

必

得

生

依

佛

本
願

故

と

「速
や
か
に
生
死
を
離
れ
ん
と
欲
せ
ば
～
浄
土
門
に
入
れ
」
「浄
土

門
に
入
ら
ん
と
欲
せ
ば
～
正
行
に
帰
す
べ
し
」
「正
行
を
修
せ
ん
と
欲

せ
ば
～
正
定
を
専
ら
に
す
べ
し
」
と
い
う
よ
う
に
、
仏
教
、
な
い
し
は

浄
土

の
教
え
を
前
に
し
た
主
体
に
、
な
に
を
す
べ
き
か
を
説
き
示
し
て

い
る
。
こ
の

「欲
せ
ば
」
と
い
う
表
現
に
注

目
し
た
と
き
、
法
然
浄
土

教
に
お
い
て
は
、
「生
死
を
離
れ
る
」
こ
と
を
欲
す
る
こ
と
が
出
来
る
と

い
う
人
間
観
が
前
提
と
な

っ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
、
法
然
浄
土
教
は
、
衆
生
の

「生
死

を
離
れ
る
」
と
い
う
能

動
的
意
欲
を
認
め
、
そ
こ
か
ら
展
開
す
る
教
義
で
あ
る
と
い
え
る
の
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
法
然
浄
土
教

の
人
間
観

を
踏
ま
え
て
、
『
醍
醐
本
』

「三
心
料
簡
事
」
以
下
二
十
七
法
語

の
記
事
に
お
け
る
問
題
を
指
摘
し

て
い
き
た
い
。

第

一
条

「三
心
料
簡
事
」
に

つ
い
て

第

一
条

「三
心
料
簡
事
」
は
表
題

の
示
す
と
お
り
、
三
心
、
す
な
わ

1
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ち
浄
土
教
の
信
仰
心
に
つ
い
て
語
る
条
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の

「三

心
料
簡
事
」
に
語
ら
れ
る
信
仰
心
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
問
題
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
条
で
は

『観
経
疏
』
散
善
義

の
、
「凡
所
施
為

趣
求
亦
皆
真
実
」
の
文
を
根
拠
と
し
て
、
「此

以
真
実

施

者

施
何

者

云

深
心

種
釋

第

一
罪
悪
生
死
凡
夫

云

施
此
衆
生

也

造
悪
之
凡
夫
即
可

由

此
真
実

之
機
也
」
と
し
て
、
阿
弥
陀
仏

の
真
実
を
衆
生
に
施
す
と
す
る
。

ま
た
次
に
、

こ
の

「三
心
料
簡
事
」
の
条
に
含
ま
れ
る
法
語
、
白
道

事
で
は
諸
行
往
生
の
願
生
心
の
白
道
と
、
専
修
正
行
の
願
往
生
心
の
二

種

の
白
道

を
措
定
し
、
諸
行
往
生

(雑
行
)

の
白
道
は

「為
貧
嗔

水
火

被
損

」、
専
修
正
行
の
白
道
は

「全

不

貧
嗔
水
火
損
害
」

と
し
、

こ
の
白
道

は
本
願
力
の
白
道
で
あ
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

『観
経
疏
』
散
善
義

で
は
、
こ
の
二
河
白
道
の
譬
喩
に
お
い
て
、
白

道
が
水
火

に
損
ぜ
ら
れ
る
こ
と
が
語
ら
れ
る
の
は
、
譬
喩
の
部
分
で
あ

り
、
合
喩
で
は

「言

中
間

白
道
四
五
寸

者
即
喩

衆
生

貧
瞋
煩
惱

中

能

生

清
浄

願
往
生

心

也
」
と
語
ら
れ
、
白
道
を

「願

力

の
道
」
と
す
る
の
は
、
合
喩
の
後
、
総
結
と
も
い
え
る
よ
う
な
部
分

で
あ
る
。
廣
川
氏
は
隆
寛
と
比
較
し
つ
つ
、
「『醍
醐
本
』
の
二
種
白
道

説
は

～
中
略
～

い
ま
だ
願
往
生
心
即
自
力
の
と
い
う
解
釈
に
ま
で

進
展
し
て
は
い
な
い
。
」
(
1
)

と
指
摘
し
て
い
る
が
、
こ
の
白
道
事
に
お
け
る

記
述
は
合

喩
に
お
け
る

「喩

衆
生

貧
瞋
煩
悩

中

能
生

清
浄

願
往
生

心

也
」
と
い
う
文
言
を
用
い
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
「願
往

法
然
の
人
間
観

(市

川
)

生
心
即
自
力
と
い
う
解
釈
」

へ
と
い
う
傾
向
を
も

っ
て
構
成
さ
れ
た
文

書
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の

「三
心
料
簡
事
」
の
条
で
は
、
真
実
心

の
解
釈
お
よ
び
白
道
の

理
解

の
い
ず
れ
も
阿
弥
陀
仏
側
か
ら
の
働
き
か
け
と
し
て
こ
れ
ら
が
解

釈
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
始
め
に
述
べ
た

『
選
択
集
』

の

「略
選
択
」
に
見
ら
れ
る
人
間
観
と
比
較
し
た
と
き
、
そ
こ
に
は
い
さ
さ

か
の
ず
れ
が
生
じ
て
い
る
こ
と
が
指
摘

で
き
る
。

つ
ま
り
、
「略
選
択
」

で
は
能
動
的
に
生
死
を
離
れ
る
意
欲
を
持

つ
こ
と
が
出
来
る
人
間
観
が

前
提
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
こ
の
前
提
に
立

つ
と
き
、
浄

土
教
の
信
仰
心
の
あ
り
方
と
し
て
の
三
心
は
衆
生
が
主
体
的
に
持
ち
う

る
心
の
在
り
よ
う
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

「三
心
料
簡
事
」

で
は
阿
弥
陀
仏
側
か
ら
の
働
き
か
け
と
し
て
の
三
心

と
い
う
傾
向
を
も
っ
て
語
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
『醍
醐
本
』

の

「三
心
料
簡
事
」
以
下
に
集
録
さ
れ
る
法
語

で
、
三
心
に
つ
い
て
語
ら
れ
る
も
の
と
し
て
、
第

一
条
の
他
に
第
三
条

「元
智
者

三
心
具

云
事
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
こ
で
は
「
ー
向

心

念
仏
申

無
疑
往
生

思

即
三
心
具
足
也

云

」
と
あ
り
、
さ

ら
に

「私
云

一
向

心

者
至
誠
心
也

元
疑

者
深
信
也

往
生

思

心

廻
向
發

願
心
也
」
と
い
う
。
「私
に
云
く
」
と
し
て
示
さ
れ

る
の
で
法
然
自
身
の
言
葉
で
は
な
く
前
の
文
を
聞
い
た
も
の
が
そ
の
理

解
を
書
き
と
ど
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
(
2
)

こ
こ
で
は

一
向
心
が
至
誠
心

で
あ
る
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
法
然
が

『選
択
集
』
で

『観
経
疏
』
散
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法
然

の
人
間
観

(市

川
)

善
義
を
引
用
し
規
定
す
る
至
誠
心
と
は
、
至
誠
心
=
真
実
心
と
い
う
も

の
で
あ

る
。
第

一
条
で
は
真
実
心
は
阿
弥
陀
仏
側
か
ら
施
さ
れ
る
と
さ

れ
る
が
、
こ
の
第
三
条

で
い
う
よ
う
に
一
向
心
が
至
誠
心
で
あ
る
な
ら

ば、
こ
の
一
向
心
が
阿
弥
陀
仏
に
施
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
事
が

ど
の
よ
う
な
心
的
様
態

で
あ
る
の
か
理
解
し
難
い
。
こ
の
第
三
条

の

一

向
心
と

は
、
や
は
り
衆
生
の
側
か
ら
の
能
動
的
な
心
的
在
り
様
で
あ
る

と
考
え

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
よ
っ
て
、
第

一
条
に
お
け
る
真
実
心
理
解

と
、
こ
の
第
三
条
に
お
け
る
至
誠
心
理
解
は
、
異
な
る
三
心
理
解
に
よ

る

も

の
で
あ

る

こ
と

が

指

摘

で
き

る

の

で
あ

る
。
(
3
)

第

四
条
と
第

十
四
条

の
相
違

こ
う
し
た
第

一
条

「三
心
料
簡
事
」
と
第
三
条

「元
智
者
三
心
具
云

事
」

の
よ
う
に
相
互
に
異
な
る
思
想
を
示
す
法
語
を
も
う

一
点
指
摘
で

き
る
。
そ
れ
は
、
第
四
条
と
第
十
四
条
で
あ
る
。

〔第
四
条
〕

一
、
餘
行

シ
ツ
ヘ
ケ
レ
ト
モ
せ
ス
ト
思

専
修

心
也

余
行

自
出

ケ
レ
ト
モ
身

カ
ナ
ハ
子
ハ
ェ
せ
ス
ト
思

修
せ
子
ト
モ
雜
行
心
也

云
々

〔第
十
四
条
〕

一
、
定
機
事

浄
土
宗

弘

於
大
原

談
論

時

法
門
比

牛
角

論

事
不

切

機
根
比

源
空
勝
タ
リ
シ
也

聖
道
門

法
門
雖

深
今

機

(不

脱

)
叶

浄
土
門

似

淺

今

根

易
叶

云
シ
時

人
皆
承
伏

云
々

第
四
条
で
は
、
専
修
心
と
雑
行
心
に
つ
い
て
規
定
を
し
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、
専
修
心
と
は
、
餘
行
は
す
る
方
が
よ
い
の
だ
が
、
し
な
い
と
思

う
心
で
あ
り
、
雑
行
心
と
は
す
ば

ら
し
い
行
で
あ
る
が
、
我
が
身

で
は

と
て
も
な
し
得
な
い
と
思
う
心
で
あ
る
と
い
う
。

と
こ
ろ
が
、
第
十
四
条

で
は

「聖
道
門
は
法
門
深
し
と
雖
ど
も
今
の

機
に
は
叶

(は
ず
)、
浄
土
門
は
浅
き
に
似
た
れ
ど
も
今
の
根
に
叶
ひ
易

し
」
と
し
て
第
四
条
で
雑
行
心
と
し
て
規
定

さ
れ
る
よ
う
な
内
容
を

も
っ
て
大
原
の
談
論
に
臨
み
、
専
修
念
仏
を
標
榜
す
る
浄
土
宗

の
教
義

を
説
き
示
し
た
と
す
る
の
で
あ
る
。
確
か
に
、
法
然

の
法
語
は
対
機
説

法
的
要
素
を
多
分
に
含

み
、
そ
れ
は
、
『黒
谷
上
人
語
灯
録
』
等
に
認

め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
い
ま
こ
こ
に
挙
げ
た
二
条

の
法

語
は
、
あ
ま
り
に
も
矛
盾
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
確
か
に
、

第
四
条
を

『選
択
集
』
第
三
章
の
勝
劣
義
に
照

ら
し
合
わ
せ
る
な
ら
ば
、

餘
行
は
す
る
方
が
よ
い
の
だ
が
、
念
仏
が
勝

っ
て
い
る
か
ら
、
餘

行
を

せ
ず
に
念
仏
に
依
る
心
を
専
修
心
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、

同
時
に
難
易
義
に
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
餘
行

は
す
ば
ら
し
い
行
で
あ

る
が
我
が
身
に
と
て
も
叶
わ
な

い
の
で
易
行
で
あ
る
念
仏
に
依
る
、
と

雑
行
心
を
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
第
四
条
の
よ
う
な
規
定

で
専
修
心
、
雑
行
心
を
規
定
す
る
こ
と
自
体
が

『選
択
集
』
の
思
想
か

ら
距
離
を
持
っ
た
思
想
で
あ
り
、
や
は
り
こ
れ
を
も
っ
て
法
然
の
法
語

と
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
『徹
選
択
集
』
に
伝
え

ら
れ
る
法
然
の
言
葉
に

「愛

如

予

者
已

非

戒
定
慧
三
學
之
器

1
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此

三
學

外

有

相
應

我
心

之
法
門

耶
。
有

堪

能

此
身

之
修
行

耶
。
」
と
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
実
存
的
な
問
い
か
け

の
上
に
巡
り
逢

っ
た
教
え
が
善
導

の

『観
経
疏
』
で
あ
り
、
口
称
念
仏

の
教
え
で
あ
る
。
第
十
四
条
に
示
さ
れ
る
言
葉
は
、
こ
の
よ
う
な
法
然

自
身

の
求
道
体
験
か
ら
語
ら
れ
る
語
と
し
て
必
然
的
な
も
の
で
あ
る
と

い
え
る
だ

ろ
う
。
し
か
し
、
第
四
条
で
は
、
こ
れ
は
雑
行
心
と
し
て
捉

え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。

終
わ
り
に

以
上
、
本
論
で
は
、
法
然

の
人
間
観

に
意
識
を
置
き

つ
つ
、
『
醍
醐

本
』
「三
心
料
簡
事
」
以
下
二
十
七
法
語

の
幾

つ
か
に
つ
い
て
見
て
き

た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
法
語
に
は
、
『選
択
集
』
や
そ
の
他
に
見
ら
れ

る
法
然

の
人
間
観
か
ら
は
幾
分
か
の
距
離
を
持

っ
た
思
想
を
見
出
す
こ

と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
が
指
摘

で
き
た
と
思
う
。
ま
た
同
時
に
、
こ

の

「三
心
料
簡
お
よ
び
御
法
語
」
の
中
に
は
互
い
に
矛
盾
、
あ
る
い
は

異
な
る
思
想
の
も
と
に
語
ら
れ
る
言
葉
が
あ
る
と
い
う
こ
と
も
指
摘
で

き
た
。

こ
の
よ
う
に
見
た
と
き
、

こ
の

「三
心
料
簡
お
よ
び
御
法
語
」

と
い
う

の
は
、

一
連
の
法
語
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
が
ば
ら
ば
ら
の
も

の
で
あ

っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
先
学
が

推
論
す

る
よ
う
に
、
(
4
)

『醍
醐
本
』

の

「
一
期
物
語
」
「禅
勝
房

へ
の
答
」

「三
心
料
簡
事
」
は
勢
観
房
源
智

の
筆
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
源
智

の

手
元
に
あ

っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
「三
心
料
簡
事
」
は
、
源
智

法
然

の
人
間
観

(市

川
)

が
メ
モ
書
き
の
よ
う
に
様
々
な
伝
聞
を
脈
絡
無
く
、
あ
る
い
は
別
々
の

紙
に
書
留
め
た
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら

を

『醍
醐
本
』
編
纂
時

に
源
智
の
門
弟
が
無
批
判
に
収
集
し
掲
載
し
た
も
の
で
あ
っ
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
よ
っ
て
、
そ
の
中
に
は
、
法
然
か
ら
聞
い
た
も
の
も

あ
れ
ば
、
法
然
門
下
に
お
い
て
新
た
に
唱
え
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
新

説
、

つ
ま
り
法
然
の
思
想
と
は
異
な
る
も
の
も
紛
れ
込
む
こ
と
に
な

っ

た
と
推
論
で
き
る
の
で
あ
る
。

1

「醍

醐
本

『
法
然

上
人

伝
記

』

「
三
心

料
簡

事

」

偽
撰

説

の
問
題

点

」

(『
日
本

浄
土
教

の
形
成

と
展
開
』
)

2

梶
村
昇
氏

は
、

こ
の
人
物
を
勢
観
房

と
し

て
い
る
。

現
時
点

で
、

こ
れ

を
反
証
す

る
資
料

は
無
く
、
筆
者

も
こ
の
考

え

に
異
論

を
唱
え

る
も

の
で

は
な

い
。

(
「醍
醐
本

『
法
然
上
人
伝
記
』

の
筆
者

に

つ
い
て
」

(『
小
沢
教

授
頌

寿
記
念

善
導
大
師

の
思
想

と
そ
の
影
響

』
)
)
参
照

3

安
達
俊
英
氏

は
浄
土
宗

『
宗
報

』
平
成

十
五
年
十

二
月
号

の

「御
法
語

の
背
景
」

三
十

三
に
お
い
て
こ
の
第

一
条

と
第

三
条

・
第
九
条
と

の
矛
盾

を
指
摘

し

て
い
る
。

4

梶
村
昇

「醍
醐
本
法
然
上
人
伝

記
に

つ
い
て
」

(
『亜

細
亜
大
学
教
養
部

紀
要
』
四
号
)
参
照

〈
キ
ー

ワ
ー
ド
〉

法
然
、
人
間
観
、

三
心
料
簡

お
よ
び
御
法
語

(佛

教
大
学
大
学
院
)

1
8
5
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no-soku-bodai-gi, he used Kukai's classification from The Ten Stages of the 

Development of Mind (Jujushinron) to analyze and rank bonno-soku-bodai in 
ten stages. He insisted that each stage be considered carefully and that bon-

no-soku-bodai be accurately understood according to the Shingon School's 

teachings. Yukai's fundamental interpretation of bonno-soku-bodai was 
based on Kukai's philosophy and then further developed. 

35. Honen's View of Human Beings: A description of the "Notion of Three-

fold Mind" 

Sadataka ICHIKAWA 

The "Notion of Threefold Mind" is a sermon in the Daigobon Honen Sho-

nin Denki. But this sermon has many problems, and there is the debate 
whether it is HOnen's own sermon or not. Here I propose a new position. 

The "Notion of Threefold Mind" has 27 articles. But some articles contra-

dict each other. The first article has been expressed from the position that 

the Threefold Mind is given from Amida Buddha. However, the third has 
been expressed from the position that the Threefold mind is the mind which 

sentient beings should possess. 
In the "Ryaku-senchaku" (summary) of the Senchakushu, Honen has taught 

that sentient beings have the ability for the desire to escape from the cycle of 

birth-and-death. So the first article seems not to be Honen's thought. 
Also the fourth and fourteenth articles are described from a different idea. 

The fourth's thought differs from Honen's view of a human being. 
From such a viewpoint I suggest that the "Notion of the Threefold 

Mind"is not a sermon by Honen, but that it was compiled from memoran-
dums (of Genchi, Honen's disciple), either of Honen's sermon or of ideas other 

than Honen's. 

36. "The Answer to the Kamakura Second Degree Zen Nun" and "The An-

swer to Tsunoto no Saburo Entering the Way"(on September 18) 

Haruki KADONO
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